南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
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	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	２年生理系

	授業（科目）
	生物基礎

	内容

	生態系と生物の多様性

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	②学びの技法　③学びの習慣

	
	Ｄ　課題対応力
	②研究手法の獲得

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	生物の多様性が複雑な生物相互の関係により維持されている現状を、課題研究に必要な実験データの解釈・考察の過程を踏まえながら学習する。
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[bookmark: _Hlk136278889]指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0
5
	スライドの確認と、ノートの整理をする。
	生物多様性の３つの階層について理解する。
	自然を「保護」することが、多様性の維持か？

	



15
	攪乱規模とサンゴ種数のグラフを読みとる。
攪乱の大小時のグラフが示す理由を推察する。「中規模攪乱説」について理解する。
	攪乱に伴うサンゴの種数のグラフが示す内容を示し、その意味を考えさせる。

	データを解釈する手順は、「客観的な読み取り→示されている意味の理解→原因・理由付け」


	





25
	ラッコと海藻、ウニの生態調査のグラフを読みとり、その関係性を説明する。
食物連鎖によらない、相互作用の存在に気づき、「キーストーン種」による間接効果を理解する。
	ラッコと海藻の関係を説明する。ウニを挟む食物連鎖の上に成り立つ相互作用を、グラフから推察させる。
ラッコの変動が、ケルプに与える影響を説明する。
	被食捕食の関係による個体数の変化を、他者との議論から導く。

	



40
	食物網の関係では説明できない多様性喪失の理由を推察する。複雑な相互作用の存在が種多様性の維持につながることに気づく。
	ペインの講演を引用し、実験について説明する。
	食物網以外に必要な、調査項目は？

	
50
	種多様性、遺伝子多様性の喪失を理解する。
	絶滅危惧種、外来生物について説明し、本時のまとめを行う。
	



